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どう使う？
「語彙ブック」
活用アイデア

　生徒の言葉を
育て、豊かにする
のが私たち教師
の仕事です。



言葉は使ってこそ身につく！
「こんな授業ができます

！」令和 7年度版中学校国語

「語彙ブック」指導アイデア集

272273 語彙ブック

　思
考
を
整
理
し
た
り
、
交
流
な
ど
を
通
し
て
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
と
き
、

ど
ん
な
言
葉
を
使
う
と
よ
い
だ
ろ
う
。
目
的
や
場
面
に
応
じ
て
使
っ
て
み
よ
う
。

思
考
す
る
と
き
の
言
葉

思考

・
な
ぜ
○
○
か

・
○
○
は
□
□
か

・
○
○
と
は
何
か

・
○
○
は
ど
う
い
う
こ
と
か

・
ど
の
よ
う
な

・
何
の
た
め
に

・
ど
う
す
れ
ば

・
疑
問
点
は

・
○
○
な
の
は
な
ぜ
か

・
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か

・
例
え
ば
ど
う
い
う
こ
と
か

・�

○
○
に
つ
い
て
詳く
わ

し
く
教
え

て
ほ
し
い

・
加
え
て
／
他
に
も

・
○
○
に
関
連
し
て

・
そ
れ
な
ら
ば

・
見
方
／
視
点
を
変
え
れ
ば

・
別
の
考
え
方
を
す
れ
ば

・
○
○
と
比
べ
る
と

・
共
通
点
／
相そ
う

違い

点
は

・
メ
リ
ッ
ト
／
デ
メ
リ
ッ
ト
は

・
前
者
に
対
し
て
後
者
は

・�

○
○
の
観
点
で
分
け
る
と

・
○
○
と
□
□
を
合
わ
せ
る
と

・
○
○
と
つ
な
げ
て
考
え
る
と

・
ま
ず
、
／
次
に
、

・
第
一
に
、
／
第
二
に
、

・
時
系
列
で
整
理
す
る
と

・
こ
の
流
れ
か
ら
考
え
る
と

・�

仮
に
○
○
と
す
る
と

・�
○
○
か
ら
□
□
と
い
え
る
の

で
は
な
い
か

　○
○
に
は
ど
ん
な
意

味
が
あ
る
の
か
な
。

・
そ
の
根
拠
と
し
て

・
そ
の
よ
う
に
考
え
た
の
は

・
○
○
に
基も
と

づ
い
て

・「
○
○
」
に
よ
る
と

・
な
ぜ
な
ら

・
○
○
に
よ
っ
て

・
○
○
が
原
因
で

・�

こ
の
結
果
か
ら
考
え
ら
れ
る

原
因
は

・
○
○
の
結
果

・�

○
○
が
□
□
を
も
た
ら
す

・
○
○
は
□
□
だ
か
ら
だ

・�

こ
こ
ま
で
、
○
○
と
□
□
の

観
点
か
ら
意
見
が
出
た
が

・�

今
の
話
題
は
○
○
な
の
で
、

○
○
に
つ
い
て
の
意
見
を

・
こ
の
よ
う
に

・
し
た
が
っ
て

・
以
上
の
こ
と
か
ら

・
総
合
す
る
と

・
こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
る
と

・
今
日
決
ま
っ
た
こ
と
は

・
課
題
と
し
て
残
っ
た
の
は

・�

○
○
は
結
論
が
出
な
か
っ
た

が
、
□
□
に
つ
い
て
は

● 
問
い
を
立
て
る

● 

発
想
を
広
げ
る

● 

考
え
を
引
き
出
す

● 

発
想
を
変
え
る

● 
比ひ

較か
く

・
分
類
す
る

● 

順
序
立
て
る

● 

仮
説
を
立
て
る

● 

組
み
合
わ
せ
る

● 

話
題
を
整
理
す
る

● 

原
因
・
結
果
を
示
す

・
話
し
合
い
の
目
的
／
ゴ
ー
ル
は

・
私
の
意
見
／
立
場
は

・�

こ
こ
で
い
う
「
○
○
」
と
は
、

□
□
と
い
う
こ
と
か

・
つ
ま
り
○
○
と
い
う
こ
と
か

・
さ
ら
に
○
○
し
て
は
ど
う
か

・�

○
○
の
点
で
は
同
じ
考
え
だ
が
、

□
□
の
点
で
は

・
反
対
の
立
場
か
ら
見
る
と

● 

伝
え
合
う

● 

根こ
ん

拠き
ょ

を
挙
げ
る

● 

話
を
ま
と
め
る

・�

○
○
を
通
し
て
□
□
を
学
ん
だ

・
○
○
を
□
□
に
生
か
し
た
い

・�

○
○
と
い
う
視
点
に
気
づ
い
た

・
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は

・�

工
夫
／
試
行
錯さ
く

誤ご

し
た
点
は

・
改
善
点
は

・
○
○
さ
ん
の
意
見
を
受
け
て

・�

最
初
は
○
○
だ
っ
た
が
、
□
□

を
き
っ
か
け
に

・
新
た
に
○
○
と
い
う
課
題
が

● 

振
り
返
る

・
○
○
に
着
目
す
る
と

・
○
○
と
い
う
方
法
で

・
全
体
の
傾
向
と
し
て

・
○
○
を
ど
う
考
え
る
か

・
○
○
の
関
係
を
整
理
す
る
と

・
そ
の
背
景
に
は
何
が
あ
る
か

・
両
者
は
ど
う
関
連
す
る
か

・�

○
○
に
と
っ
て
ど
ん
な
効
果
／

価
値
が
あ
る
か

● 

分
析
す
る

問いを立てる
広げる

分
ぶん

析
せき

する
深める

伝え合う
表現する

振
ふ

り返る
共有する 　○

○
と
□
□
を
関
連

づ
け
て
考
え
る
と
…
…

　○
○
に
つ
い
て
、
別
の
視

点
か
ら
意
見
は
あ
り
ま
す
か
。

　○
○
さ
ん
の
意
見
に
賛
成
で
す
。

た
だ
、
□
□
の
点
で
は
…
…

　ど
う
す
れ
ば
、
○
○

で
き
る
だ
ろ
う
。

　学
ん
だ
こ
と
を
意
味

づ
け
る
と
…
…
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・
ま
っ
す
ぐ

・
誠
実

・
実
直

・
真
率

・
堅
実

・
手
堅
い

・
律り
ち

儀ぎ

・
ざ
っ
く
ば
ら
ん

・
公
明
正
大

・
気
が
強
い

・
き
つ
い

・
し
た
た
か

・
負
け
ず
嫌
い

・
勝
ち
気

・
気
丈

・
た
く
ま
し
い

・
屈く
っ

強き
ょ
う

・
剛ご
う

健け
ん

・
温
順

・
善
良

・
純
真
無む

垢く

・
飾か
ざ

り
気
の
な
い

・
純
粋

・
純
真

・
素そ

朴ぼ
く

・
従
順

・
率そ
っ

直ち
ょ
く

・
丁
重

・
う
や
う
や
し
い

・
折
り
目
正
し
い

・
つ
つ
ま
し
い

・
腰
が
低
い

・
控ひ
か

え
め

・
奥
ゆ
か
し
い

・
遠
慮
深
い

・
頭
が
低
い

・
せ
っ
か
ち

・
短
慮

・
気
が
短
い

・
性
急

・
気
ぜ
わ
し
い

・
怒
り
っ
ぽ
い

・
せ
わ
し
な
い

・
慌あ
わ

た
だ
し
い

・
せ
か
せ
か

・
寛か
ん

大だ
い

・
寛
容

・
度
量
が
大
き
い

・
包
容
力
の
あ
る

・
心
の
広
い

・
お
っ
と
り

・
悠ゆ
う

然ぜ
ん

・
お
だ
や
か

・
気
長

● 

明
る
い

● 

お
お
ら
か

● 

丁て
い

寧ね
い

・
謙け

ん

虚き
ょ

● 

強
い

● 

優
し
い

● 

短
気

● 

素
直

● 

正
直

・
朗ほ
が

ら
か

・
明
朗
快
活

・
陽
気

・
気
さ
く

・
人
な
つ
こ
い

・
滑こ
っ

稽け
い

・
ひ
ょ
う
き
ん

・
コ
ミ
カ
ル

・
ユ
ー
モ
ラ
ス 人

物
を
表
す
言
葉

・
思
い
や
り
の
あ
る

・
情
に
厚
い

・
情
の
深
い

・
気
遣
い
の
あ
る

・
こ
ま
や
か

・
気
が
き
く

・
慈じ

愛あ
い

に
満
ち
た

・
温
か
い

・
温
和

　人
の
性
質
や
様
子
、
態
度
な
ど
を
表
す
言
葉
は
さ
ま
ざ
ま
に
あ
る
。

ど
の
表
現
が
ぴ
っ
た
り
く
る
か
を
考
え
て
、
使
っ
て
み
よ
う
。星

の
花
が
降
る
こ
ろ
に

・�

繊
細
さ
の
か
け
ら
も
な
い
戸と

部べ

君
だ
か
ら
、

…
…

少
年
の
日
の
思
い
出

・
彼
は
冷れ

い

淡た
ん

に
構
え
、
…
…

字
の
な
い
葉は

書が
き

・�

死
ん
だ
父
は
筆
ま
め
な
人
で
あ
っ
た
。

・�

威
厳
と
愛
情
に
あ
ふ
れ
た
非
の
打
ち
ど
こ

ろ
の
な
い
父
親
…
…

走
れ
メ
ロ
ス

・�

の
ん
き
な
メ
ロ
ス
も
、
…
…

・�

メ
ロ
ス
は
単
純
な
男
で
あ
っ
た
。

　似
た
よ
う
な
意
味
を
も
つ
言
葉
で
も
、
与
え
る
印
象
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。ア

イ
ス
プ
ラ
ネ
ッ
ト

・�

ぐ
う
ち
ゃ
ん
は
「
ぐ
う
た
ら
」
し
て
い
る
。

●��

生き

真
面
目
な
の
で
、
冗じ
ょ
う

談だ
ん

が
通

じ
な
い
。

● �

課
題
に
対
し
て
、
真し

ん

剣け
ん

に
取

り
組
む
。

・
熱
心

・
い
ち
ず

・
真し
ん

摯し

・
頭
が
固
い

・
四
角
四
面

・
融ゆ
う

通ず
う

が
き
か
な
い

真
面
目

こ
だ
わ
る

賢か
し
こ

い

無む

邪じ
ゃ

気き

●��

失
敗
に
、
い
つ
ま
で
も
固こ

執し
つ�

�

す
る
。

● �

細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
粘ね

ば

り
強

く
取
り
組
む
。

・
根
気
強
い

・
ひ
た
む
き

・
意
志
を
貫
く

・
と
ら
わ
れ
る

・
執し
ゅ
う

着ち
ゃ
く

す
る

・
凝こ

り
固
ま
る

●��

彼
は
、
利
己
的
で
抜
け
目
が�

�

な
い
。

● �

彼
は
、
理
解
が
早
く
、
聡そ

う

明め
い

な
人
だ
。

・
理
知
的

・
頭
脳
明め
い

晰せ
き

・
利
発

・
ず
る
賢
い

・
こ
ざ
か
し
い

・
計
算
高
い

●��

あ
さ
は
か
な
振
る
舞
い
で
周
り

を
困
ら
せ
る
。

● �

あ
ど
け
な
い
笑え
が
お顔
に
癒い

や
さ

れ
る
。

・
素す

直な
お

・
純じ
ゅ
ん

粋す
い

・
天
真
爛ら
ん

漫ま
ん

・
思
慮
に
欠
け
る

・
単
純

・
短
絡
的

　教
科
書
の
人
物
描
写
の
例

 

似
た
よ
う
な
言
葉
で
も
…
…

人
物
を
表
す
言
葉

言動

　他
に
も
人
物
を
表
す

表
現
を
探
し
て
み
よ
う
。

　文学作品を読み深めるときには、生徒がさまざま
な言葉を使いながら考え合うためのコミュニケー
ションツールとして「語彙ブック」が役立ちます。
　例えば、登場人物の心情や、人物像について語り
合う場面。「語彙ブック」をきっかけに言葉のもつ
意味の広がりを意識できると、読みがぐっと深まり
ます。

　物事を比較・関連付ける言葉や問いを立てるときの
言葉を知り、使ってみることは、新たな視点をもたら
します。話し合うときや、意見文などの文章を書くと
きに取り入れ、思考を深めるヒントにしましょう。

読むことの学習で……

　•�２年  アイスプラネット
　•�２年  ヒューマノイド
　•��２年  走れメロス
　•�３年  握手

話すこと・聞くこと、書くことの学習で……

　•�１年  情報を整理して説明しよう
　•�１年  話題や展開を捉えて話し合おう
　•�２年  適切な根拠を選んで書こう
　•�３年  説得力のある構成を考えよう
　•�３年  論理の展開を意識して書こう

言葉の広がりを共有する

　登場人物がどんな人物かを考える際、語彙
ブックの「人物を表す言葉」（2年p.270）が
手がかりになります。「真面目」を例に、言
葉の背後にある広がりをクラスで共有するこ
とで、その人物にふさわしい表現を比較しな
がら考えることを促します。言葉の膨らみや
厚みを共有し、周辺の言葉を探ることは、人
物像を多面的に捉える助けにもなります。

ががポイントポイント

2 年
P.270-271

1 年
P.272-273

こちらから

「語彙ブック」で、文学の読みを深める読 む

　「語彙ブック」表紙の二次元コードか
らは、小学校「国語」の巻末資料「言葉
の宝箱」に掲載の語句や、前学年までの
「語彙ブック」の内容を確認できます。

文学の学習に使える！　ほかの学年の語彙ブック
●語彙ブック 1年【言動】心情・行為を表す言葉……喜怒哀楽の心情や、日常の行為・行動を表す表現を紹介。
●語彙ブック 3年【描写】心の動きを表す言葉……心情を表す言葉を、3年間で学んだ教材とともに紹介。

話すこと・聞くこと、書くことの学習に使える！　ほかの学年の語彙ブック
●語彙ブック 2年【思考】抽象的な概念を表す言葉……抽象的な概念を表す言葉を、類義語・対義語とともに例示。
●語彙ブック 3年【思考】批評するときの言葉……評価や判断、ものの見方を表す言葉を、観点ごとに整理して紹介。

　「語彙ブック」は、言葉を広げる足がかりです。
使いたい言葉に印をつけたり、新しく出会った言
葉を書き込んだりして、自分だけの「語彙ブック」
を作っていきましょう。

「語彙ブック」で、問いを立てて思考を深める書く話す
聞く

ここ

　言葉を豊かにするためには、
小さな経験の積み重ねが大切で
す。「語彙ブック」を楽しみ、短
文作りなどの手軽な活動を授業
に取り入れるのも有効ですよ。

用活術 用活術

「「語彙ブック語彙ブック」」活 用アイデア活 用アイデア

福井雅洋先生（厚木市立南毛利中学校）

267 語彙ブック

　思っていることをうまく表現できない……。

　そんなときには、語彙ブックを開いてみよう。

自分の思いや考えにぴったりの表現を見つけて、

言葉の世界を広げよう。

　頭
の
中
に
浮う

か
ん
で
い
る
情
景
に
、

ぴ
っ
た
り
の
言
葉
が
見
つ
か
ら
な
い
。

　こ
の
言
葉
、

使
っ
て
み
た
い
！

ぴったりの表現を見つけるために

系統 2年 3年

描
びょう

写
しゃ

情景を表す言葉 感覚で捉
とら

えた言葉
心の動きを
表す言葉

言動 心情・行
こう

為
い

を表す言葉 人物を表す言葉
慣用句・ことわざ・
四字熟語・故事成語

思考 思考するときの言葉 抽
ちゅう

象
しょう

的な概
がい

念
ねん

を
表す言葉

批評するときの言葉

コラム
辞典を活用して
言葉を広げよう

結び付きに着目して
言葉を広げよう

言葉と私

1年

語
ご

彙
い

ブック

言
葉
の
宝
箱

（
小
学
校
）
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どう使う?

探究・分析する視点に生かす

　スピーチや意見文の題材が決まっても、ど
のように深めていけばよいかでつまずくこと
はしばしばあります。そんなとき、語彙ブッ
クの「思考するときの言葉」（1年p.272）は
探究的な視点で問いを立てたり、思考を深め
たりする助けになります。
　「問いを立てる言葉を使って意見文を書こ
う」「『〜に着目すると』を使って考えを書い
てみよう」など、生徒が言葉の効果を体感で
きるよう活動に取り入れることが大切です。

ががポイントポイントここ

　日々の授業の隙間時間などで手軽に取り組むことのできる、
ミニ活動のアイデアを紹介しています。

　語彙力を高めるには、意味を理解している語句
を増やすだけでなく、実際に使う中で自分の言葉
にし、使いこなせる語句を増やすことが大切です。
ここでは、いつもの授業の中で「語彙ブック」を
効果的に活用するためのヒントをご紹介します。

前学年の「語彙ブック」を
活用する

付箋やペンを使って、
自分だけの「語彙ブック」にする
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言葉かけ達人の
生徒の本気

を引き出す！

　生徒の言葉を豊かにし、言葉に立ち止まる姿勢を育てる
ための、達人の「言葉かけ」をご紹介します。

　生徒に対して言い換えを促し、別の言葉を引き出す言葉かけです。「副詞を入れるとした
ら？」のように、品詞に着目して言葉を広げるのも有効です。
　人物を「優しい人」と端的に表すこともできますが、「困っている人を決して放っておけ
ない人。」のように一文で説明すると、語り合いの場面でより具体的なイメージとして共有
できます。別の言葉での言い換えを意識する習慣をつけさせることで、「もっとぴったりの
言葉があるのではないか」といつも自分に問い、言葉に立ち止まる姿勢が育ちます。
　また、高校入試では、登場人物の心情や言動を読み取り、本文とは異なる言葉で表した選
択肢から答えを選ぶような問題がしばしば出題されます。言い換える力は、高校入試にも生
きてきます。

別の言葉で言うと？　つまり？
副詞を入れるとしたら？

　随筆などでなかなか書けない生徒に向けて、描写する場面
や風景を想起させて言葉を引き出すための言葉かけです。
　「そのとき、どんなものが見えていたの？」「そのときの気
温は？」など、具体的に問いかけることで描写するときの観
点が身についてきます。描写に着目して「書く」ことを体験
することで描写を味わうための基礎力が育ち、文学作品を「読
む」ときにも生きてきます。

どんな音がした？
空の色は？

五感を生かして書くときに

言葉を引き出したいときに

軽井沢風越学園教諭
光村図書 中学校「国語」編集委員

甲斐 利恵子 先生


